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赤麻小だより
令和４年度 第１４号

【学校教育目標】 あかるい子 かしこい子 たくましい子 令和５年１月１０日
発行：栃木市立赤麻小学校長 印部 稔

３学期スタート
今年も新しい年が始まりました。保護者の皆様には、健やかな新年をお迎え

のことと思います。本年も子どもに寄り添える学校を目指してがんばって参りま
すので、どうぞよろしくお願いします。さて、３学期が始まりました。本日の始
業式では以下のような話をしました。（Teams）
明けましておめでとうございます。新しい年が始まりました。冬休みは楽しかったでしょうか？
冬休み中の事故もなく、皆さんと一緒に、こうして元気に新しい年を迎えることができることをと
ても嬉しく思っています。さて、冬休みが終わり、今日から３学期が始まります。お正月に新年の
目標を立てた人もいると思います。学校でも３学期の目標を立ててみましょう。今年もやはり「＜
なぜ＞あかまっ子の合い言葉」を元にしてもらいたいと思います。２学期の最後に、担任の先生と
「＜なぜ＞あかまっ子の合い言葉」について振り返りをしましたね。その結果をお知らせしますの
で、３学期の目標を立てるときの参考にしてください。（４，５年生が振り返りを実施できませんで
したので全校で７５人です）
なぜ（１）学習で
全体の９３％の人が「できている」と答えてくれました。１学期よりもかなりよくなりました。なぜ？
と考えるのは自分から勉強できるようになるための大切な一歩です。これからも続けましょう。
なぜ（２）学習以外で
全体の８７％の人が「できている」と答えてくれました。これも１学期よりもかなりよくなりま
した。自分から行動できるようになるための一番のポイントです。これからもいつでもなぜ？を考
えて行動してください。
あ 明るいあいさつ進んでしよう
全体の７６％の人が「できている」と答えてくれました。１学期よりも少しよくなりました。し
かしまだ今回の振り返りで一番低い結果です。あいさつの大切さを考えて実行し、３学期はあいさ
つ名人がたくさん出ることを期待しています。
か 考え合い 学び合おう
全体の９５％の人が「できている」と答えてくれました。これも１学期よりもよくなっています。
２学期友達と考え合ったり、教え合ったりする場面をたくさん見ました。お互いが賢くなっていけ
るよう、３学期もがんばってください。
まっ まっすぐ目を見て、話を聞こう
全体の８０％の人が「できている」と答えてくれました。これは残念ながら１学期に比べてでき
ている人が減ってしまいました。話をしっかり聞くと言うことは、勉強ができるようになるための
一番のポイントです。また、目を見て話を聞くと言うことはその人を大切にすると言うことです。
友達もできやすくなります。３学期はぜひ実行しましょう。
こ 困難も不撓不屈で頑張ろう
全体の９１％の人が「できている」と答えてくれました。これも１学期よりかなりよくなりまし
た。自主学習を頑張った人が多かったからでしょうか。３学期は長縄大会もあります。嫌だなと思
うことに負けずに３学期も頑張りましょう。
３学期には、「長縄大会」「６年生の校外学習」「６年生を送る会」等の行事があり、最後には大切な行
事「卒業式」があります。１から５年生が学校に来る日は今日も含めて５２日、６年生は４８日しかあ
りません。そんな短い３学期ですが、大切な１年のまとめの学期でもあります。「自主学習がんばり賞」
は何人出るのでしょう？「自主学習の達人」は何人出るのでしょう？あいさつ名人は何人出るのでしょ
う？楽しみです。１年間の成長を自分で感じて次の学年に上がれるよう、頑張りましょう！！
１年間のまとめをしっかりと行い、子どもたちが希望を持って卒業、進級を迎えられるよう、職員一

同頑張って参りますので、保護者の皆様、地域の皆様、３学期もご協力よろしくお願いいたします。
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１２月に実施され、ご紹介できなかった行事の様子をお伝えします。

人権週間を実施
１２月５日（月）～１２月９日（金）の一週間、今年も人権週間を実施しました。内容は
①人権に関する標語作成と掲示（全児童） ②人権に関するＤＶＤ視聴 ③人権集会

です。人権集会では、各学年の代表となった人権標語の発表と「全校おにごっこ」を行いまし
た。各学年代表となった標語は「人権だより・あかまっ子」で既に紹介しました。「全校おに
ごっこ」は１２月７日（水）のロング昼休みに行いました。おには初めに各委員会の委員長と
副委員長が担当し、後から男性職員（校長含む）が加わりました。みんな必死に逃げたり、追
いかけたりして楽しい時間を過ごしました。「楽しかった」という声がたくさん聞かれました。
人権週間は一週間で終わりましたが、今後も全ての教育活動を通して、人権教育を進めていきます。

４回目の防災訓練を実施
１２月１４日（水）、今年度４回目となる防災訓練を行いました。今回は４回目というこ

とで、「予告なし」の訓練でした。実は昨年も計画したものの、コロナのために実施できま
せんでしたが、今年は実施することができました。あえて休み時間に避難訓練を設定し、子
どもたちが自分たちで考えて避難できるよう事前指導を行って実施しまし
た。事前指導では教室、校庭、特別教室等、場所ごとの避難の仕方を指導
しました。実践では、校庭で遊んでいた子どもたち全員が訓練開始のサイ
レンが鳴ると、すぐに校庭の真ん中に集まって、次の放送を聞く体制をと
ることができました。校舎内に残っていた子どもたちも、素早く避難する
ことができました。校長の話では実際には今回のように地震等は突然に起
こることがほとんどであり、いつも「自分の命は自分で守る」という意識
をもって、自分で考えて避難できるようにしておくことの大切さを改めて
話しました。３学期にもこのような「予告なし」の防災訓練を実施する予
定です。

３年生が校外学習を実施 ４年生が熱気球体験
１２月１５日（木）、３年生が社会科の校外 １２月２１日（水）、４年生が「熱気球教室」を

学習に行ってきました。初めに「とちぎ山車会 実施しました。熱気球クラブと市の観光課から６
館」を見学し、「コエド市場」を経由して「神 名の講師に来ていただき、５つの班に分かれての
明宮」で昼食をとった後、最後に「白石戸長屋 「ミニ気球作り」や全員での「気球内体験」等を
敷」を見学してきました。子どもたちからは「唐 行いました。「ミニ気球作り」では全ての班が気球
箕や馬耕鋤等の体験ができてうれしかった」「昔 を飛ばすことができました。「気球内体験」では全
の人がどう工夫して暮らしていたのかがよく 員で本物の気球内に入り、記念写真を撮りました。
わかった」等の感想が聞かれました。「蔵の町 子どもたちからは「気球の中に入って大きさがよ
栃木」の雰囲気を味わい、昔の暮らしについ くわかった」「ミニ気球を作れてうれしかった」等
ての理解を深めることができたようです。 の感想が聞かれました。貴重な体験になりました。


